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第７５回中小企業団体全国大会(宮城県)が開催されました

大会スローガン

１．エネルギー・原材料・賃金について、適正な価格転嫁、安定供給の構築
２．人材確保、生産性向上等、持続可能な成長を実現する対策の強化
３．地域を支える中小企業を未来につなぐ事業承継対策の強化
４．震災からの着実な復興、自然災害等からの復旧・支援対策の拡充
５．中小企業経営の安定につながる労働・雇用・社会保険料対策の推進
６．中小企業組合等連携組織対策の大幅な拡充

大会決議項目

Ⅰ．中小企業・小規模事業者等の危機的状況の克服、成長促進支援等の拡充
１．危機的状況の克服、経済再生に向けた支援の拡充強化
２．中小企業・小規模事業者の成長促進、持続的発展に向けた支援強化
３．中小企業団体中央会の指導体制・支援予算の抜本的拡充、中小企業組合制度の活用拡充・運用改善
４．強靭かつ活力ある地域経済社会の実現

　１０月１１日(水)に、宮城県の仙台国際センターにおいて「困難に
チャレンジ！ 未来の創造・地球との共生～仲間と共に希望をつな
ぐ 成長・躍動 新たな一歩～」を大会テーマとして、第７５回中小企
業団体全国大会が開催され、宮﨑政久厚生労働副大臣、伊藤哲也
宮城県副知事、杉田剛仙台市経済局次長、関根正裕株式会社商工
組合中央金庫代表取締役社長、豊永厚志独立行政法人中小企業基
盤整備機構理事長等多数の御臨席の下、全国から中小企業団体の
代表者約２，０００名が参集し、本県からは６４名が参加しました。
　本大会では、西村康稔経済産業大臣及び宮下一郎農林水産大
臣からのビデオメッセージが披露されるとともに、宮﨑厚生労働
副大臣、伊藤宮城県副知事、杉田仙台市経済局次長、関根株式会
社商工組合中央金庫代表取締役社長より御祝辞を頂戴しました。
　大会の議事では、中小企業・小規模事業者等の危機的状況の
克服、成長促進支援等の拡充、中小企業・小規模事業者の実態を
踏まえた労働・雇用・社会保険料対策の推進、中小企業・小規模
事業者の積極的な事業活動を支える環境整備など１３項目を決
議しました。
　また、小谷野和博埼玉県中小企業団体中央会会長が「総合経済対策の早期執行と地域を支える中小企業の持
続可能な成長を実現する対策の強化」と題して意見発表を行い、本大会の意義を内外に表明するため、朝比奈徹
宮城県中小企業団体青年部連絡協議会会長が大会宣言を宣しました。
　表彰式では、全国の表彰者（優良組合４４組合、組合功労者７４名、中央会優秀事務局専従者２６名）の各総代
に対して、全国中小企業団体中央会の森会長より表彰状と記念品が贈られました。
　続いて、次回の全国大会は、令和６年１０月２４日（木）に福井県で開催されることが発表され、大会旗が森会長
から稲山幹夫福井県中小企業団体中央会会長へと継承されました。
　最後に、豊永厚志独立行政法人中小企業基盤整備機構理事長による万歳三唱が行われ、閉会となりました。
　中央会で企画したコースで御参加された方々については、大会前日の１０月１０日から宮崎を出発し、風光明媚
な松島遊覧、伊達政宗ゆかりの国宝瑞巌寺や青葉城跡など、仙台ならではの名所を観光し、仙台市民の台所とい
われる仙台場外市場などでお土産選びや東北の食文化を体感されました。また震災遺構仙台市荒浜小学校で
は、津波の脅威について学び、災害の備えについて考えるきっかけとなりました。御参加いただいた皆様にはツ
アーや懇親会を通し、交流を深める機会となったようです。
　本大会に御参加いただきました皆様には心よりお礼申し上げます。
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西都児湯生コン事業協同組合
（河野理事長）

▲ 西村経済産業大臣　ビデオメッセージ ▲ 宮下農林水産大臣　ビデオメッセージ

蓑田征一氏
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宮崎県の全国中小企業団体中央会会長表彰者（順不同・敬称略）

　●優良組合　　　西都児湯生コン事業協同組合（理事長 河野宏介）
　●組合功労者　　蓑田征一（延岡地区環境整備事業協同組合　代表理事）
　各賞を受賞された皆様、誠におめでとうございました。

全
国
大
会

▲ 【開会挨拶】全国中小企業団体中央会 森会長 ▲ 【参加者の皆さま】本大会会場前にて

Ⅱ．中小企業・小規模事業者の実態を踏まえた労働･雇用・社会保険料対策の推進
１．中小企業に配慮した働き方改革と社会保険制度の構築
２．中小企業の人材育成・確保・定着対策

Ⅲ．中小企業・小規模事業者の積極的な事業活動を支える環境整備
１．中小企業金融施策の拡充
２．中小企業・組合税制の拡充
３．中小製造業等の持続的発展の推進
４．エネルギー・環境対応への支援の拡充
５．卸売・小売業・まちづくりの推進に対する支援の拡充
６．サービス業支援の強化・拡充
７．官公需対策の強力な推進

▲ 【中央会コース】伊達政宗像前にて ▲ 【中央会コース】震災遺構仙台市荒浜小学校

▲ 宮﨑厚生労働副大臣 ▲ 関根商工組合中央金庫代表取締役社長

宮崎県の受賞者
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堀之内会長が須藤中小企業庁長官を訪問し陳情活動を行いました
I N F O R M A T I O N

　堀之内会長が九州・沖縄８県の中央会を代
表して、９月１９日（火）に中小企業庁の須藤長官
を訪問し、第６２回中小企業団体九州大会（本県
開催）で決議された４６項目の陳情書を手交しま
した。
　須藤長官との面談には、九州大会に出席され
た松浦経営支援部長や、柴山経営支援課長も同
席され、人手不足や省力化投資、賃金の引上げ、
インボイスへの対応、補助金の手続き簡素化な
ど九州・沖縄各県の中小企業が抱える課題に
ついて率直な意見交換が行われました。

宮崎県議会　宮崎再生対策特別委員会で中小企業組合及び
組合員事業所の現状を報告しました

I N F O R M A T I O N

　９月２6日 ( 火 ) に、「宮崎県議会　第４回宮崎再生対策特別委員会」が開催され、当会の野口専務理事他
職員５名が出席しました。

　宮崎再生対策特別委員会は、コロナ禍、物価高・原油高からの宮崎再生に関する所要の調査活動を行う
ことを目的として設置され、特に影響を受けたと考えられる商工や農政の分野を中心とした調査に取組んで
おり、県議会議員11名で構成されています。

　今回は、①コロナ禍の各分野への影響と施策の検証に関すること、②物価高・原油高の各分野への影響
と対策に関することの２点の項目を重点に調査がなされ、当会のほか、宮崎県商工会議所連合会、宮崎県商
工会連合会の商工３団体が各所属会員の現状について説明を行いました。

　当会の野口専務理事からは、①毎月、県内中小企業の経営動向や状況、問題点等の情報を提供いただいて
いる情報連絡員（県内 30 組合）からの報告事項の内容からコロナ禍３年間の景況について、②８月に実施
した「コロナ禍の影響及びコロナ対策事業の効果に関する臨時調査」結果からコロナ禍に受けた影響及びコ
ロナ禍に実施された行政施策への評価について、③４月に実施した「県内の中小企業・小規模事業所におけ
る賃上げ、人材確保等に関する調査」結果から、物価高騰、価格転嫁、人材不足、賃上げと山積する問題の組合
員への影響と今後の課題についての説明をしました。

　出席委員（議員）からの質疑応答の後、日髙利夫委員長から、「本日、報告のあった状況については、今後の
委員会活動に役立てる」との挨拶があり、当委員会は終了しました。

▲ （中央から右へ）須藤長官、松浦経営支援部長、柴山経営支援課長

▲ 説明をする野口専務理事
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建設事業主等に対する助成金のご案内
建設事業主等向け助成コース一覧（令和5年度）

I N F O R M A T I O N

トライアル雇用助成金

若年・ 女性
建設労働者
トライアコース

35歳未満や女性を対象と
して試行雇用を行った場合

人材確保等支援助成金

若年者及び女性に魅力
ある職場づくり事業
コース（建設分野）

若年者及び女性労働者の
入職や定着を図ることを
目的とした事業を行った
場合

１人あたり４万円／月×３か月
（トライアル雇用助成金の上乗せ）

中小建設事業主
　対象経費の３／５＜３／２０＞ 
中小建設事業主以外
　対象経費の９／２０＜３／２０＞ など

作業員宿舎等 設置助成
コース（建設分野）

女性専用の作業員施設を
整備した場合

女性専用作業員施設
　対象経費の３／５＜３／２０＞

作業員宿舎、作業員施設や
賃貸住宅を整備した場合
（被災三県のみ）

作業員宿舎等設置
　対象経費の２／３

人材開発支援助成金

建設労働者
認定訓練コース

認定職業訓練または指導員
訓練のうち、建設関連の訓
練を実施した場合

経費助成 対象経費の１／６

建設労働者
技能実習コース

若年者等の育成と熟練技
能の維持・向上を図るため、 
キャリアに応じた技能実習
を実施した場合

中小建設事業主（20人以下） 
　経費助成 ３／４ <３／２０> 
　賃金助成 8,550円/人日
　　　　　 <2,000円/人日>

中小建設事業主（21人以上）  
　経費助成 ７／１０ <３／２０> 
　賃金助成 7,600円/人日
　　　　　 <1,750円/人日> など

建設労働者に対して認定
訓練を受講させた場合

賃金助成 3,800円/人日
　　　　 <1,000円/人日>

＜ ＞は賃金要件（人確金、人開金）または資格等手当要件（人開金のみ）を満たした場合の増額分です。 
助成額は100円未満切り捨てとなります。

詳しくは、厚生労働省または都道府県労働局のホームページをご覧ください。 各種申請書のダウンロードも
可能です。

　厚生労働省では、建設事業主等に対する助成金を設置しています。建設労働者の雇用の改善や建設労働
者の技能の向上等をはかるための取組みを行った場合に助成を受けることができます。

お問合せ先 宮崎労働局助成金センター　ＴＥＬ0985-62-3125



【期間延長】省エネ家電購入応援キャンペーンについて
I N F O R M A T I O N

5 C H U O K A I  D A Y O R I  N o v e m b e r  2 0 2 3

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

オンライン開催「就職Re:スタート！ミドル世代向け合同企業
説明会・面談会」のご案内

I N F O R M A T I O N

　宮崎県では、おおむね37歳から52歳の就職氷河期世代で就職・転職を希望している方向けの合同企業
面談会を開催します。小・中規模での開催のため、各社の担当者とじっくり話をし、企業のことを知ることがで
きるイベントです。
　いずれも参加料無料、服装自由、入退室自由、履歴書不要です。詳しくは、宮崎県のホームページを御覧く
ださい。

日　　時：令和6年1月20日（土）　13時 00分～16時 00分（予定）
形　　式：オンライン　Zoomウェビナー方式
参加企業：10社程度

【過去開催の面談会の参加者の声】
自分の知らない企業を知ることができた。
現場の方と顔を合わせて話せる貴重な機会だった。
久しぶりの就職活動だったが、直接、様々な企業と話ができて良かった。

　宮崎県では、電気料金の高騰が続いていることから、電気料金の負担軽減とともに、温室効果ガスの排出削
減を図るため、省エネ性能の高い家電製品を購入する県民を支援します。購入金額に応じて、JCB等のギフト
カードを送付します（ギフトカードの発送は、申請があってから1か月程度かかる見込みです）。
　なお、予算の上限に達したときは、対象期間であってもキャンペーンを終了します。詳しくは、宮崎県のホーム
ページを御覧ください。

購入対象期間：令和5年7月1日（土）から令和5年11月30日（木）まで

申請受付期間：令和5年7月1日（土）から令和5年11月30日（木）まで

対象となる製品：統一省エネラベルの省エネ性能が星３つ以上の新品のエアコン及び冷蔵庫。

対象となる設置場所：現在、お住まいの県内にある住宅への設置に限ります。なお、事務所兼住宅の場合、
　　　　　　　　　　店舗や事業所部分への設置は対象外となります。

インボイス制度オンライン説明会のご案内
I N F O R M A T I O N

　国税庁では、全国どこからでも誰でも参加可能なインボイス制度に関するオンライン説明会を開催しております。
　なお、過去に実施した説明会の模様については、YouTube「国税庁インボイス制度オンライン説明会」
からもご覧いただけます。詳しくは、国税庁のホームページをご覧ください。

１【導入編】（消費税の基本的な仕組みから知りたい方へ）
２【基礎編】（インボイス制度の概要）
３【テーマ別編その１】（インボイスの記載方法の具体例と端数処理の留意点）
４【テーマ別編その２】（前半）（インボイスの種類）
５【テーマ別編その２】（後半）（交付のケース別対応例）

お問合せ先 宮崎県商工観光労働部　雇用労働政策課　雇用対策担当　ＴＥＬ0985-26-7105

お問合せ先 宮崎県省エネ家電購入応援キャンペーン事務局　ＴＥＬ050-3644-3067
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組合ＢＣＰ（事業継続計画）策定に取り組んでいます！
－令和５年度組合等活動新展開支援事業－

R E P O R T

　９月１２日(火 )に企業組合介護福祉
サービスひばりの会議室において、
一般社団法人みやざき公共・協働
研究会のＢＣＰアドバイザーである
黒岩雄二氏を講師にお招きし、ＢＣ
Ｐ策定研究会を開催しました。
　第２回研究会では、「ＢＣＰの基
本方針、重要業務の業務分析につい
て」というテーマで、ディスカッショ
ン形式で行われました。そして、第３回以降、複数回の研究会を重ねて、中核事業の抽出・絞り込み、中核事業
の業務プロセスの整理、各業務ごとのリスク評価、事前対策内容・災害発生時対応内容の整理等を行い、今年
度中にＢＣＰを策定する予定です。
　緊急事態（自然災害やパンデミック等）に遭遇したときに、事業資源の損害を最小限にとどめつつ、中核事業
の継続あるいは早期復旧を可能とするためにも、ＢＣＰ策定がより一層進むことが望まれます。

▲ 研究会風景 ▲ 黒岩講師

消費税インボイス制度講習会を開催しました
R E P O R T

　９月１３日(水)に、延岡市において、延岡地区環境整備事業協同組合、県北環境保全連合協同組合及び延
岡地区資源リサイクル協同組合が、事業環境変化対応型支援事業を活用し消費税インボイス制度講習会を合
同で開催しました。
　当日は、「消費税インボイス制度の基本から課税事業者が検討すべき内容について」をテーマに、税理士
法人アイビーパートナーズ代表社員税理士である海野理香氏を講師に招聘し、消費税の仕組みからインボイ
ス制度の概要、事業者が検討すべき事項等について解説していただきました。
　また、実際に事業協同組合から寄せられている相談事例についても御説明いただけたこともあり、参加者
は熱心に聴講されていました。

令和５年度中小企業組合検定試験対策講座を開催しました
R E P O R T

　９月１５日（金）に、本会研修室において、１２月３日
（日）に全国１９か所で行われる中小企業組合検定試験
に向けた対策講座を開催しました。
　組合会計、組合制度、組合運営の３科目について、過年
度の試験問題をベースに、出題傾向や試験対策について
中小企業組合士の中央会職員が解説を行いました。
　本試験は、中小企業等協同組合会計基準から中小企
業等協同組合法、組合経済事業、中小企業施策、労働
関連法規など組合に関する幅広い知識が問われるた
め、試験科目を学習することで、組合の業務運営に活
かせる知識を修得することができます。参加された組
合の方々は熱心に耳を傾けていました。

▲ 講習風景



7 C H U O K A I  D A Y O R I  N o v e m b e r  2 0 2 3

レ
ポ
ー
ト

小企業者組織化特別講習会を開催しました
R E P O R T

　９月２０日（水）に、宮崎市の宮崎県トラック協会研
修室において、宮崎個人タクシー事業協同組合が小企
業者組織化特別講習会を開催しました。
　はじめに「交通安全について」宮崎南警察署交通課
企画安全係担当官より県内の事故発生状況や交通安
全についての周知があり、次に「旅客事業者運送事業」
についての説明が宮崎運輸支局運送・監査部門運輸
企画専門官より行われました。
　また、「今後のタクシー業界の現状と課題」として全
国個人タクシー協会九州支部常務幹事の外西敏治氏
より説明がなされ、高齢化が進み事業者が減少しつつ
ある状況の中、より利便性の高い交通サービスが求め
られている時代になっているとの報告があり、参加者
は真剣な面持ちで耳を傾けていました。

宮崎県貨物運送事業協同組合連合会が経営講習会を開催しました
R E P O R T

　９月２６日（火）に、宮崎市の宮崎観光ホテルにおい
て、宮崎県貨物運送事業協同組合連合会が組合等経
営力強化支援事業を活用した経営講習会を開催しま
した。
　当日は、宮崎県よろず支援拠点チーフコーディネー
ターの川野圭介氏を講師に、「成功する経営計画の作
り方～実践できるビジネスモデルとは～」をテーマとし
てリモート形式で講演いただきました。
　内容としては、運送業を取り巻く環境の変化や信頼
できる第三者の伴走支援による健全な経営計画策定
の成功事例について紹介されました。また自社分析の
手法や経費削減策等についても解説があり、参加の皆
様は熱心に聴講されていました。

宮崎県自動車代行事業協同組合が組合等ICT対応強化支援事業
研修会を開催しました

R E P O R T

　１０月１０日（火）、宮崎市のニューウェルシティ宮崎
において、宮崎県自動車代行事業協同組合が組合等
ICT 対応強化支援事業を活用し、代行配車サービスア
プリについての研修会を開催しました。　
　当日は、株式会社 Alpaca.Lab の代表取締役であ
る棚原生磨氏を講師に迎え、代行配車サービスアプリ
の現状報告や、アプリ活用による利便性の向上につい
て説明がありました。
　組合員にとっては新たな取り組みとなるため、参加
者は皆、真剣な眼差しで内容に耳を傾けていました。
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　１０月６日(金 )に、宮崎市のホテル
メリージュにおいて、第１回組合事
務局研修会を開催しました。
　今回の研修会は、「中小企業等協
同組合法等に基づいた組合運営の
基礎」と題し、全国中小企業団体
中央会政策推進部の大坪藍氏に講
演いただきました。
　研修会では、近年の中小企業等
協同組合法改正の動きや組合員の権利と義務など、運営の基本的な事項について説明が行われ、その後、
組合員の加入及び脱退、議決権及び選挙権の行使など、法律に準拠した運営に関する解説をいただきました。
　組合運営の根幹について再確認する内容となっており、参加者は熱心に耳を傾けていました。

▲ 研究会風景 ▲ 大坪講師

令和５年度第１回組合事務局研修会を開催しました　
R E P O R T

11月は「過労死等防止啓発月間」です
しごとより、いのち。

R E P O R T

　厚生労働省では、11月を「過労死等防止啓発月間」と定め、過労死等をなくすためにシンポジウムやキャン
ペーンなどの取組を行います。この月間は、「過労死等防止対策推進法」に基づくもので、過労死等を防止す
ることの重要性について国民の自覚を促し、関心と理解を深めるため、毎年11月に実施しています。
　国民一人ひとりが自身にも関わることとして過労死とその防止に対する理解を深めて「過労死ゼロ」の社
会を実現しましょう。

【過労死等防止のための取組】
◎長時間労働の削減　　◎過重労働による健康障害の防止　　◎働き方の見直し
◎職場におけるメンタルヘルス対策の推進　　◎職場のハラスメントの予防・解決
◎相談体制の整備等

【過労死の防止のための活動を行う民間団体の相談窓口】
◎過労死等防止対策推進全国センター
◎全国過労死を考える家族の会
◎過労死弁護団全国連絡会議（過労死110 番全国ネットワーク）　





　都城は、平安時代において、日本最大といわれた島津荘の中心地であり、毎年

１１月２３日（祝）には島津の歴史を体感できる「島津発祥まつり」が開催されます。

　今年度で14回目の開催を迎える島津発祥まつりは、都城の先人たちが育んでき

た伝統と文化、そして地域の歴史の掘り起こしに積極的に取り組み、顕彰するイベ

ントを行うことで、地域の人々 のふるさとへの理解を求めるとともに、次世代を担

う子どもたちが郷土を誇りに思える心を育み、郷土発展に寄与することを目的と

しています。

　祭り当日は、神柱公園にてたくさんの出店が立ち並びステージイベント等が開

催される「島津荘園」や、都城島津邸から神柱公園まで、都城島津家歴代当主や都城島津家私領一番隊の武士に扮して豪華絢爛

に練り歩く「明道館パレード」など、さまざまなイベントをお楽しみいただけます。

　また、１１月１１日（土）には、都城市および三股町の少年剣道クラブによる「島津剣道大会」、１９日（日）には幼児から小学３年

生までの子供たちを対象にした「城山のお宝さがし」など、関連イベントも開催されます。

　是非、島津発祥まつりを通じて、都城島津家の歴史を体感して下さい。
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表紙紹介

ほっとひと息
門川建設業事業協同組合

経理・庶務係 甲斐 満子

　ＨＵＬＡ＝フラを習い始めて早十五年。

　フラを習っていると言うと、ほとんどの方があぁ…

フラダンスねと言い、両手を胸元に持ってきて腰を

くねくねと動かし、こんな風に踊るんだよねと言っ

てきます。（そんな踊りではないと声を大にして言

いたい）

　フラはハワイ語で『踊る』という意味があり、フラ

ダンスだと踊るが重なって踊る踊るになると教え

てもらってからは、教室の仲間内ではフラと言うの

が当たり前。習い始めて知ったのはフラにはアウア

ナ(現代フラ)とカヒコ(古典フラ)がある事。多分皆

さんの思い描くフラはアウアナ。カヒコはハワイの

神々や王族に捧げる踊りで日本の神楽に近いかも

しれません。

　特にカヒコを踊るには体力が必要です。歌いな

がら踊る曲も多く、振り付けと歌詞（ハワイ語）を覚

えるのも苦労します。認知症予防にもフラは効果的

ではないかと思っています。

　しかし、コロナ禍以降、レッスンも休みになる事が

多く、再開されても練習に行くのが億劫になる事も。

復習をしていないからとさぼる口実を色々考えてし

まう。初心を思い出せ！と言い聞かせながら教室に

通う自分がいます。

　嫌々行っているとストレスになっているのではと

思うかもしれませんが、いざレッスンを受けるとと

ても爽快。『復習してないね』と先生に指摘されて

も、やっぱり踊るって楽しい。まだまだ長い人生。い

つかハワイで踊ることが出来たらと思っています。
（宮崎県中小企業組合事務局連絡協議会　会員）

島津発祥まつり

中央会行事予定

中央会新春交流会

開 催 日：令和６年１月１7日（水）
開催場所：宮崎市「ニューウェルシティ宮崎」

第7回みやthe キッズモール

開 催 日：令和６年１月１４日（日）
開催場所：宮崎市「宮交シティ紫陽花ホール」

中小企業組合検定試験

開 催 日：令和５年１２月３日(日)
開催場所：宮崎市「中央会研修室」

中小企業組合事務局連絡協議会第２回研修会

開 催 日：令和５年１１月２２日（水）
開催場所：宮崎市「ホテルメリージュ」
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木材・木製品
　製材業　原木市況は、暑さや山間部における降水頻度の高さなどの気象の影響により、出材量が少なく、かろうじて価格維持の状

況が続いている。一方製品は、持ち家に帰する新設着工戸数の減少が止まる気配もなく、荷動きが依然として鈍く、先行きの不透明

さから当用買いの状況であり、価格に対する下げ圧力は強いままである。

　製材業（プレカット）　９月は加工実績は前年比９０％とかなり減少した。全国各地の同業の工場何社かに現況を聞いてみたが、すべ

ての工場で住宅の受注が１０％～２０％減っている。住宅ローン固定金利の上昇も始まり、ますます住宅業界を取り巻く環境は厳しく

なりそうである。

　木製品製造業　木材製造業においては、技術者の高齢化や不足、事業継承の困難などが問題である。

印　刷
　印刷・同関連業　人材確保が最優先だ。募集をかけても応募がない状態である。賃金をあげるにも限界がある。「仕事のやりがい」

について理解してもらう手立てを考えている。

　印刷・同関連業　印刷用紙を始めとする原材料費の値上がりに歯止めが効かず、その上がり幅を販売価格に十分に反映できないの

が実情である。クライアントからは一定の理解はあるものの、満額での値上げができるケースが全てでは無いようである。次第に借

り入れが難しくなってきたという話も聞くようになり、業界を取り巻く状況は依然として厳しいと言わざるを得ない。

窯業・土石製品
　窯業・土石製品製造業　 先月に続き９月も昨年度比出荷減となった。小物件は少しずつ予定に入ってきているが、大きな物件が見

えてこない。

卸 売　業
　卸商業　仕入価格の値上がりが続いており、販売価格転換が難しい状況にある。また、メーカーよりインボイス制度導入に伴って、

煩雑になる事務処理を理由にした送金手数料の負担のお願いがでてきている。月１００件以上が全て当方負担になると、年間で１０

０万円以上になるが、お客様への転換は難しい。

情報連絡員 30名　/　回答者数　30名

DI値は、前月と比較して、売上高は３ポイント改善、収益状況は１６ポイント
悪化、業界景況は不変となった。

情報連絡員報告
令和5年

9月期

全体概況

【前年同月比の業界の景気動向】 （DI値）
令和3年10月～令和4年9月
令和4年10月～令和5年9月【主要3指標DI値推移】

売 上 高項目業種

製
造
業

非
製
造
業

食 料 品

木材・木製品

出版・印刷

窯業・土石

鉄鋼・金属

卸 売

小 売

商 店 街

サ ー ビ ス

建 設

運 輸

30以上 10～30未満 -10～10未満 -30～-10未満 -30未満
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高
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況
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10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 9（月）8

10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 9（月）8

15
25

5
-5
-15
-25
-35
-45

-65
-55

10
0

-10
-20
-30
-40
-50
-60

5
-5
-15
-25

-45
-55
-65
-75

-35

収益状況 業界景況

※網掛けについては、特に悪化した項目   ※ＤI値＝［（増加・好転組合数－減少・悪化組合数）／調査対象組合数］×100
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商　店　街
　宮崎市　来店客数の減少が続いている。地区内では物販小売業者の数が減少し、代わって飲食業者の数が増加している。

　都城市　コロナの影響がほとんど見られなくなり、各店舗通常営業ができた月であったと思われる。しかし、原材料、燃料の高騰が高

いままで利益を圧縮する結果がどの店舗でも起こっている。このような悪循環では景気回復は難しく、人出も郊外の大型店舗に傾いてしま

うのも悩みの種です。思い切った政策を打ち出さないと小さい店舗から潰れていってしまう。

サービス業
　観光業　シーズンオフのこの時期は、組合員は勉強会をして新情報を交換し合ったり、新原稿を共有したりして、来たるシーズン

へ向けて準備を重ねた。加えて、五類へ移行されたコロナ感染症対策やインフルエンザ感染症対策への組合員としての心得などを再

度確認した。

　自動車整備業　今月は前年比２０％増。祝祭日、組合独自の休日等があり、稼働日が少なく忙しいと感じる日が多かった。組合員

工場の従業員が退職して従業員不足の工場もあり、組合への依存度が強くなってきている組合員工場が増えてきていると考えられる。

　自動車運転代行業　例年９月、１０月、１１月は閑散期となり、繁華街への人出は減少傾向になるため景況は悪化する。

建　設　業
　管工事業　工事高に大きな変動はない。人件費、原材料費等の増加により収益率はやや低下。９月１０日の「下水道の日」にちなみ、

組合員による大淀川清掃ボランティアを実施。総勢約１００名が参加し、大淀川下流域河川敷の清掃を行った。

　管工事業　公共工事においての工事発注は順調に伸びているが、民間工事においてはますます競争の激化が進んでいる。

小　売　業

運　輸　業
　軽貨物運送業　全体的に需要は若干であるが上向いてきているが、人手不足で受注が困難な状態だ。若手組合員の加入促進を進

めながら、早急に対応できる環境を作り上げるのが急務となっている。同業他社も同様に高齢化と事業承継がうまくいかないのが現

状である。燃料関係は依然として高止まりであり経費増が経営を圧迫している。

　貨物運送業　原油価格については、サウジアラビアが日量１００万バレルの自主減産を１２月末まで継続すると表明し、ロシアも１

２月まで輸出量の削減を続けることなどから上昇傾向にあるが、燃料価格激変緩和措置が１２月末まで期間延長となったことにより、

国内燃料価格は値下がりとなったものの、先の見通しが全く立たないため、組合員は疲弊している。

「中央会だより」では、県内中小企業組合の皆様の活動をPRするため、イベント情報や各種研修会・講習会等の開催情報を募集して
おります。お申込み・御相談をいただければ、当会より取材にお伺いします。

中央会だよりに関するお問合せ

宮崎県中小企業団体中央会 [発行人] 堀之内 芳久　[編集人] 野口 和彦
[TEL] 0985-24-4278　[FAX]0985-27-3672
[URL] http://www.himuka.or.jp　[E-mail] info@himuka.or.jp〒880-0013 宮崎市松橋2丁目4番31号 宮崎県中小企業会館3Ｆ

　小売商業　相場は落ち着いてきたように思う。毎年この時期は売上げが上がらないので、資金繰りが大変な状況は暫くは続きそうだ。

　LPｶﾞｽ小売販売業　９月合成ＣＰ価格(サウジ通告価格)は５１０㌦/㌧(前月比＋７５.０㌦/㌧)。８月ＭＢ価格(米国産平均価格)＋(物

流経費８４㌦ /㌧ )は４３５㌦ /ﾄﾝ(前月比＋２８㌦ /㌧ )。対顧客電信売相場 (８月平均 )は１４５.８４円 /㌦ (前月比＋３.５４円 /㌦ )。

サウジアラビアが現下の日量１００万バレルの自主減産を９月まで延長する方針を示したこと、また、メキシコ湾岸沖で発生した熱帯

暴風雨がハリケーンに発達しアメリカ本土に上陸する恐れがあり米メキシコ湾岸東部での原油生産への影響懸念があるなど供給に対

する不安が高まったことで原油市況が上昇。連れてＬPG価格も上昇となった。
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広
　
告

テーマ
各テーマを各3回ずつ全12回

経営編（全3回）

戦略計画編（全3回）

人材組織編（全3回）

財務計数編（全3回）

～リーダーシップとマネジメント

～戦略思考と計画力～

～組織形成と人材育成～

～計数感覚と収益構造～

事業承継・後継者育成

（詳細はTBC事務局までご連絡ください）

次世代塾 第8期生募集！次世代塾 第9期生募集！

2023年6月より全12回を実施予定

営業統括部 TBC事務局

これまで「234名」が受講した人気のセミナーです。
　県内の経営者、後継者等を対象に「次世代塾」を開催いたします。
後継者に求められる「経営力」の基本と応用、実践演習を交え
ながら学んで頂き、異業種間の交流も喜ばれています。

（毎月1回開催）
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